
巻頭言

私たちの身の回りのすべては物質から成っています。私たち自
身も物質で作られ、私たちの思考さえも物質の働きの一つとして
理解されています。物質の有り様とその変化を支配しているのは、
原子・分子およびその集合体の構造と電子の振る舞いです。化学
はこの「電子・原子・分子とその集合体を支配する原理」を明らか
にする学問であり、この原理に基づいて新しい物質を設計・合成し、
新しい物質の世界を創造することに挑戦していきます。その意味
で、化学は物質が関係する全ての自然科学分野の中心に位置する
学問領域、すなわち「セントラル・サイエンス」であると言えます。
私たち人類が今日直面している問題として、（1）地球環境の保全、（2）クリーンエネルギー

の創出、（3）ナノスケール機能材料の開発、（4）重大な病気の克服、（5）安全・安心な社会の実
現が思い浮かびます。（1）の具体例としてCO2 の排出や硫黄・窒素酸化物が原因の酸性雨や温
暖化の問題があり、これを解決するには触媒など物質変換の原理に基づく化学の力が必要です。
（2）についても、燃料電池、リチウムイオン電池、光触媒の開発には、物質の多様性に基づく
化学の基礎概念の発展と新発想の創出を通じて初めて可能となるものです。（3）が求めるもの
は、原子・分子一つ一つに機能をもたせ、有用な機能をもつ集合体を原子・分子を組み合わせ
て自在に作り上げ、その電子状態を制御して有用な物質を創出することです。（4）の実現には、
遺伝子・タンパク質などの構造や機能の解明や、新薬の開発が必要です。（5）に関しては、化
学の基礎原理に基づく火山の噴火解析などの研究は、自然災害の克服につながる重要な課題で
す。
化学系では、このような原子・分子とその集合体の振る舞いを支配する原理を探求し、物質

の個性や多様性をより深く理解するとともに、その原理を自在に応用・展開して新分子をデザ
インするなど、物質科学の発展に貢献することを目的として教育・研究を行っています。カリキュ
ラムは、皆さんが幅広い学問の基礎を身に付け、より専門的な内容を学修し、将来そのフロン
ティアを私たち教員、学生および国内外の研究者と協力して切り開いていけるように構成され
ています。また、化学コースだけではなく、エネルギーコースや物質・情報卓越教育院など多
彩な教育プログラムが用意されています。研究面では、化学本来の実験・理論両面にわたる新
しい手法を積極的に創出するとともに、物理学、生物学、地学など物質の関わるさまざまな領
域との融合をはかり、新分野を次々に開拓しています。これらの成果は国内外に発信され、社会、
産業ひいては文化の発展に貢献するとともに、グローバル化する社会の中での日本の独自性を
活かした国際学術交流としても結実しています。
このように化学系では、力量のある基礎的研究と論理的思考の積み上げに基づき、新物質や

新分子を開拓し、その働きによって我々が直面している種々の問題の新しい解決法を切り開こ
うとしています。これを実現するために、化学の基本原理やさまざまな現象の解明を目指す研
究室、新しい機能を持った物質を創り出す研究室、化学の基礎知識を用いて地球規模の自然現
象を解明する研究室など、多彩な分野の学生と研究者が切磋琢磨しつつ協力して活動していま
す。化学系の教員は学生の皆さんが飛躍するのを全力で支援します。化学を通して新しい世界
を発見・創造してゆく旅に出てみたいと思っている皆さん、一緒にチャレンジしてみませんか！ 

2021 年度化学系主任
河野　正規
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